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5月18日（土） ふたばステージ  

＊１

シリーズ初となる「公式試走withライドレッスン」を実施します。クリテリウム参
加者はクラス問わず原則参加とします。レース前のコースチェックに加え、コーナ
リングスキルはじめとする技術チェックの場として参加を強く推奨します。


＊２

エントリー数が少なく単走になる可能性が極めて高いため、EクラスとKクラスは
同時スタートの混走レースとして実施します。 
なお、Kクラスは、ローリング区間（周回）を含めて、2.2km（2周回）の距離で実
施します。


＊３ 
エントリー数が少なく単走になる可能性が極めて高いため、Cクラス、Bクラス、A
クラスの3クラスは混走にて実施します。距離は、該当クラスの中での最長距離に
統一して実施します。B、Cクラスともに22km（20周回）にて実施となります。
ローリング区間は周回数に含みます。 



＜出走前、最終チェック！＞ 
◼ ゼッケンは指定の位置に装着していますか？


◼ 計測チップは指定の位置に装着していますか？


◼ グローブは着用していますか？


◼ ヘルメットはただ被るだけでなくダイヤル調整等でフィットさせていますか？


＜招集＞ 
各クラスのスタート時刻の10分前に招集場所へお集まりください。招集場所
は、フタバスーパーゼロミル会場敷地内のSTART&FINISH地点付近です。該
当クラス記載のプラカードを掲げたスタッフがいます。

定刻になり次第、競技開始になりますので時間厳守でお願いします。


＜ローリングスタート導入＞ 
コースインして300mほど競技審判（モト審判）がリードする形のローリング
走行とします。2つコーナーを曲がり、長い直線路に入ってからリアルスター
トです。ローリング走行の周回は、競技の周回数にカウントします。


＜ガイドライダーの導入＞ 
リアルスタートが切られた以降も、序盤の集団の安定化を図るため、元プロ
選手でサイクルスクールのプロコーチがガイドライダーとして走行します。リ
アルスタートは切られていますので、ガイドライダーが競技の展開に関与す
ることはありません。あくまで、安全な競技進行を目的としています。今大
会では、出走人数の多いクラスを対象に、序盤３周回を目安にガイドライ
ダーが走行します。


写真左）計測チップは 
結束バンドでフロント
フォークの位置に固定し
てください。 
写真右）ゼッケンは２枚
を背中のジャージポケッ
トのある位置に縦に並べ
て装着ください。



＜フィニッシュライン通過後＞ 
フィニッシュライン通過後は、コースの第１コーナーを左折せず直進してく
ださい。Uターン後は、会場内へ誘導するスタッフの指示に従い、左折して
会場へ入ります。


＜タイムアウトの規則＞ 
タイムアウトポイントをコース上に２箇所設置しています。クラス問わず先
頭に周回遅れをされた、または周回遅れの可能性が高くなった時点で審判か
らタイムアウトを宣告された選手は、後続選手に気をつけながら速やかに
コースから外側へ外れてください。コース上を走行して会場へ戻ることを禁
止します。その場で待機し、最後尾が通過後に会場へお戻りください。競技
スタッフの指示に従ってください。


＜表彰対象＞ 
A/B/C/D/E/M/K、各クラス1～3位の選手を表彰。クラスにより混走レースと
なりますが、表彰は各クラスごと着順にて決定します。


＜無料で挑戦できるジムカーナTT＞ 
クリテリウムレースとは別に、会場の一角で誰でも無料で参加できる「ジム
カーナTT」（コーナーの多い特設コースでスキルを競うタイムトライアル）
を開催します。好タイムを出した選手には賞品を用意。トップタイムの選手
は、表彰式で表彰します。レース以外の時間でチャレンジください。


＜コースガイド＞ 
ふたばステージのコースは、会場のフタバスーパーゼロミル前を
START&FINISHとする１周1.1kmの平坦コースです。

コースの詳細は、大会公式YouTubeチャンネル（下記QRコード）からご確認
をいただけます。


翌日のおおくまステージに参加される方は、チッ
プとゼッケンは２日間共通です。計測チップは、
おおくまステージ終了後に、総合受付の回収ボッ
クスへ必ずご返却ください。 
未返却の場合は、紛失代として後日請求させてい
ただきます。


